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令
和
二
年
度
も
、三
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
、緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
、例
年
と
様
相
を
異
に
し
た

第
一・四
半
期
で
し
た
。す
で
に
、二
月
末
頃
か
ら
感
染
拡
大
の
恐
れ
が

指
摘
さ
れ
、シ
ル
バ
ー
大
学
校
は
休
校
と
な
り
、健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

も
休
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
会
と
し
て
は
、例
年
通
り
、新
年
度
の
事
業
計
画
や
当
初
予
算
を

理
事
会
で
決
定
す
る
と
と
も
に
、四
月
一日
付
け
で
定
期
人
事
異
動
も

行
い
ま
し
た
が
、新
規
採
用
職
員
の
研
修
や
、年
度
初
め
の
課
長
施
設

長
等
会
議
も
い
ま
だ
に
実
施
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ん
の
職
場
に

お
い
て
も
、新
年
度
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
歓
送
迎
会
な
ど
の
交
流

も
や
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
う
し
た
交
流
よ
り
も
、福
祉
の
施
設
に
お
い
て
は
他
県

で
例
の
あ
っ
た
集
団
感
染
や
、再
開
し
た
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
感

染
防
止
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
課
所
に
お
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。さ
ら
に
職
場
か
ら
帰
宅
し
て
も
、

外
出
自
粛
が
続
い
た
り
、学
校
休
業
中
の
お
子
さ
ん
の
面
倒
見
や
、家

の
中
で
の
感
染
防
止
対
策
な
ど
、神
経
を
す
り
減
ら
す
生
活
が
続
い
て

き
た
と
思
い
ま
す
。現
在
ま
で
、協
会
職
員
、そ
し
て
利
用
者
の
皆
様
に

も
感
染
の
報
告
は
な
く
、職
員
の
皆
さ
ん
の
真
摯
な
取
り
組
み
の
お
陰

と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
も
薬
も
な
く
、ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。長
期
戦
も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た
業
務
の
進
め
方
や
日
常
生
活
の
過

ご
し
方
な
ど
を
身
に
着
け
て
、し
ば
ら
く
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ

う
で
す
。引
き
続
き
の
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、早
く
、皆

さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
語
り
合
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
祈
って
い
ま
す
。

理
　
事
　
長

か た ら い（1）  第 96 号 令和２年７月１日
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
対
策
の
取
り
組
み

冨
　
田
　
哲
　
夫

令和２年７月１日

発　行 社会福祉
法　　人 とちぎ健康福祉協会

～  健康経営　みんなの力で　あふれる笑顔  ～

とちぎ健康の森　正面玄関



か た ら い令和２年７月１日   第 96 号（4）  

苦
情
解
決
に
つ
い
て

　

当
協
会
が
設
置
運
営
す
る
児
童
福
祉
施
設
及
び
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
苦
情
受
付
と
そ
の
解
決
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
し
た
。（
わ
か
く
さ
、宝
木
保
育
園
、

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
に
お
い
て
苦
情
の
申
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　

今
後
と
も
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
の
満
足
度
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
と
し
て
の
信
頼
を
高
め
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

苦
情
解
決
に
つ
い
て

令和２年４月１日　社会福祉法人とちぎ健康福祉協会 の組織が変わりました。

　とちぎ健康福祉協会は、とちぎ健康づくりセンター、とち
ぎ生きがいづくりセンターのより効率的かつ円滑な管理運営
に資するとともに、利用される方にとってわかりやすい名称
とし、より一層のサービスの充実を図るため、次のとおり組
織の改編を行うこととしました。
　引き続き、利用者の皆様に喜んでいただけるよう、サービ
スの向上に努めて参りますので、今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。

・部の名称を改めました。
・「健康づくり課」と「健康の森管理課」の２課を統合し、
　『健康づくり課』としました。
・事業部の課の名称を改めました。

とちぎ健康福祉協会役員名簿　　　　（令和２年４月１日現在）

令和元年度苦情解決の実施状況報告書
１　苦情申し出の状況　　　　　　　　　　　　　　　２　第三者委員への苦情報告状況

苦情受付件数

清　風　園
小　

計

合　

計
苦情受付件数

清　風　園
小　

計

合　

計
本　

人

家
族
等

第三者
委　員
経　由

運営適正
化委員会
経　　由

そ
の
他

苦情解決
責任者が

解決

第三者委
員を交え

解決

運営適正
化委員会

そ
の
他

サービスの
内容に関す
ること

言葉遣い・態度

2
サービスの
内容に関す
ること

言葉遣い・態度  

2
支援・介護技術 2 2 支援・介護技術 2 2
虐待・体罰 虐待・体罰
その他 その他

個人の嗜
好・選択に
関すること

設備・備品
個人の嗜
好・選択に
関すること

設備・備品
食事 食事
趣味・娯楽 趣味・娯楽
その他 その他

財産管理に
関すること

金銭管理 財産管理に
関すること

金銭管理
私物管理 私物管理

制度、施策、法律に関すること 制度、施策、法律に関すること
その他 1 1 1 その他 1 1 1

小　　　　　計 2 1
3

小　　　　　計 3
3

合　　　　　計 3 合　　　　　計 3

３　第三者委員との連携について
⑴　第三者委員との連絡会議実施状況

わかくさ 宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園

第三者委員と施設
の連絡会議等

実施している 定期 連絡会議を合同で年１回開催 連絡会議を合同で年１回開催
随時 虐待防止委員会（年 2 回） 権利擁護委員会(年2回）

実施していない

第三者委員と利用
者の連絡会議

実施している 定期
随時

実施していない ○ ○ ○ ○

⑵　第三者委員との連絡会議実施状況
わかくさ 宝木保育園 桜ふれあいの郷 清風園

実施している

定期 連絡会議と同時 連絡会議と同時
随時 ○
報告内容 全て ○ ○ ○ ○

選別
選別基準

実施していない

理　事 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属
冨田　哲夫 とちぎ健康福祉協会 理 事 長
大塚　崇央 とちぎ健康福祉協会 常務理事総務福祉部長
今泉　信男 とちぎ健康福祉協会 常務理事生きがい健康部長
小室　隆雄 とちぎ健康福祉協会 総 務 課 長
阿久津　真 とちぎ健康福祉協会 桜 ふ れ あ い の 郷 所 長
植木　浩子 とちぎ健康福祉協会 宝 木 保 育 園 長

監　事 （敬称略・順不同）
氏　名 所　　　　　　属

篠﨑　直樹 栃木県国民健康保険団体連合会 常 務 理 事
鈴木　　寛 鈴 木 会 計 事 務 所　　 税 理 士

評　議　員 （敬称略・順不同）

氏　名 所　　　　　　属
小林　敦雄 栃 木 県 社 会 福 祉 協 議 会 常 務 理 事
束原　　勸 栃 木 県 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 会 長
麦倉　仁巳 栃木県身体障害者団体連絡協議会 会 長
日向野文代 栃 木 県 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長
佐護　　操 栃 木 県 手 を つ な ぐ 育 成 会 副 会 長
浜野　　修 栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会 会 長
荒川　　勉 元 と ち ぎ 健 康 福 祉 協 会 理 事 長

管　　理　　部

➡
総　務　福　祉　部

総 務 課 総 務 課
支 援 業 務 課 ( 駒 生 園 ) 支 援 業 務 課 ( 駒 生 園 )
わ か く さ わ か く さ
桜 ふ れ あ い の 郷 桜 ふ れ あ い の 郷
清 風 園 清 風 園
宝 木 保 育 園 宝 木 保 育 園

事　　業　　部

➡

生 き が い 健 康 部
事 業 企 画 課 生 き が い づ く り 課
健 康 づ く り 課 健 康 づ く り 課健 康 の 森 管 理 課
就 業 促 進 課 生 き が い 就 労 課
中央支所（シルバー大学校中央校） 中央支所（シルバー大学校中央校）
県南支所（シルバー大学校南校） 県南支所（シルバー大学校南校）
県北支所（シルバー大学校北校） 県北支所（シルバー大学校北校）

旧　組　織 新　組　織
（施行日：令和２年４月１日）



か た ら い（5）  第 96 号 令和２年７月１日
　

Ⅰ　

基
本
方
針

　

当
協
会
は
、
児
童
・
障
害
者
福
祉
か
ら
県

民
の
健
康
づ
く
り
・
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
支
援
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
実
施

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
と
ち
ぎ
健
康
福
祉

協
会
基
本
計
画
（
三
期
計
画
）」
を
業
務
運

営
の
指
針
と
し
、
基
本
理
念
と
す
る
「
利
用

者
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
人
ら
し
く
、
地
域

社
会
に
お
い
て
健
や
か
に
育
ち
、
心
豊
か
に

暮
ら
す
こ
と
を
支
援
す
る　

～
健
康
経
営　

み
ん
な
の
力
で　

あ
ふ
れ
る
笑
顔
～
」
の
も

と
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
事
業
を
展

開
す
る
。

　

①
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

②
自
主
自
立
経
営
の
確
立

　

③
地
域
社
会
へ
の
貢
献

　

Ⅱ　

重
点
事
項

　

令
和
二
年
度
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
五

年
間
の
計
画
で
あ
る
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

基
本
計
画
（
三
期
計
画
）
の
三
年
目
に
当
た

り
、
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
着
実
な
実
施
に

努
め
る
と
と
も
に
、
次
の
事
項
を
重
点
的 

に
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
と
ち
ぎ
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・

と
ち
ぎ
生
き
が
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
よ
り

効
率
的
か
つ
円
滑
な
管
理
運
営
に
資
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

名
称
と
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
一 

層
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

１　

桜
ふ
れ
あ
い
の
郷
建
替
整
備
事
業
の
推
進

　

�　

社
会
福
祉
充
実
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
当
該
事
業
に
つ
い
て
、
桜
ふ
れ
あ

い
の
郷
建
替
整
備
新
築
そ
の
他
工
事
を
着

実
に
進
め
て
完
了
さ
せ
、
引
越
等
業
務
を

円
滑
に
遂
行
し
、
新
し
い
施
設
に
お
け
る

利
用
者
の
生
活
環
境
向
上
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
の
体
制
を
整
え
る
。

２　

新
た
な
人
事
管
理
制
度
の
構
築

　

�　

令
和
元
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
新

た
な
人
事
管
理
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
、

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
検
討
を
経
て
、

多
く
の
職
員
の
参
画
に
よ
る
現
状
分
析
、

課
題
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
制
度
、
人
材
育
成
制
度
及
び
給
与
制

度
等
を
新
た
に
整
備
す
る
。

令
和
２
年
度

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
事
業
計
画

令和２年度とちぎ健康福祉協会資金収支予算
自　令和２年４月１日
至　令和３年３月31日

（単位：千円）

勘　定　科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減（△）

事

 

業

 

活

 

動

 

に

 

よ

 

る

 

収

 

支

収

入

170
児 童 福 祉 事 業 収 入 150,701 145,171 5,530
190
保 育 事 業 収 入 207,167 205,275 1,892
220
就 労 支 援 事 業 収 入 31,917 32,232 △ 315
250
障害福祉サービス等事業収入 1,627,212 1,628,426 △ 1,214
320
指 定 管 理 者 事 業 収 入 560,035 564,328 △ 4,293
350
高齢者生きがいづくり支援事業収入 106,485 98,626 7,859
380
法 人 本 部 収 入 30,913 53,766 △ 22,853
383
借 入 金 利 息 補 助 金 収 入 13 14 △ 1
385
経 常 経 費 寄 附 金 収 入 9 9 0
389
受 取 利 息 配 当 金 収 入 1,306 1,432 △ 126
399
そ の 他 の 収 入 50,424 53,609 △ 3,185

事 業 活 動 収 入 計　 ⑴ 2,766,182 2,782,888 △ 16,706

支

出

500
人 件 費 支 出 1,724,144 1,738,131 △ 13,987
550
事 業 費 支 出 494,734 442,298 52,436
590
事 務 費 支 出 524,424 474,661 49,763
630
就 労 支 援 事 業 支 出 31,594 31,975 △ 381
667
支 払 利 息 支 出 5,077 745 4,332
677
そ の 他 の 支 出 4,278 4,281 △ 3

事 業 活 動 支 出 計　 ⑵　　　 2,784,251 2,692,091 92,160

事業活動資金収支差額　⑶ = ⑴－⑵ △ 18,069 90,797 △ 108,866

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収

入

412
施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 350,000 311 349,689
420
設 備 資 金 借 入 金 収 入 770,000 0 770,000
422
固 定 資 産 売 却 収 入 250 250 0

施設整備等収入計　⑷　　　 1,120,250 561 1,119,689

支

出

690
設備資金借入金元金償還支出 20,184 20,184 0
692
固 定 資 産 取 得 支 出 3,205,407 1,610,685 1,594,722
702
ファイナンス・リース債務の返済支出 11,700 11,032 668

施設整備等支出計　⑸　　　 3,237,291 1,641,901 1,595,390

施設整備等資金収支差額 ⑹ = ⑷－⑸ △ 2,117,041 △ 1,641,340 △ 475,701

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

459
積 立 資 産 取 崩 収 入 2,573,529 1,606,174 967,355
442
事 業 区 分 間 繰 入 金 収 入 49,462 42,360 7,102
444
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 1,828,890 311,033 1,517,857
446
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 入 10,807 7,886 2,921
779
長 期 前 払 費 用 収 入 97 621 △ 524

その他の活動収入計　⑺ 4,462,785 1,968,074 2,494,711

支

出

744
積 立 資 産 支 出 427,168 70,737 356,431
726
事 業 区 分 間 繰 入 金 支 出 49,462 42,360 7,102
728
拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 1,828,890 311,033 1,517,857
730
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 支 出 10,807 7,886 2,921
762
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 6,335 4,647 1,688
781
長 期 前 払 費 用 支 出 0 292 △ 292

そ の 他 の 活 動 支 出 計　 ⑻ 2,322,662 436,955 1,885,707
その他の活動資金収支差額
　　　　　　　　　　　⑼ = ⑺－⑻ 2,140,123 1,531,119 609,004

予　　備　　費　　支　　出 　⑽ 44,500 43,500 1,000
当 期 資 金 収 支 差 額 合 計　

⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼－⑽ △ 39,487 △ 62,924 23,437

前 期 末 支 払 資 金 残 高　⑿ 702,277 632,141 70,136

当 期 末 支 払 資 金 残 高　⑾＋⑿ 662,790 569,217 93,573
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あ
が
と
こ
た
い
聞
を
葉
言
う
い
と
業
作
Ｔ
Ｄ
Ｖ

？
か
す
ま
り

　

　

　

）
術
技
報
情
（
Ｔ
Ｉ
り
よ
に
新
革
術
技
、
年
近

し
大
増
が
業
作
Ｔ
Ｄ
Ｖ
、
れ
ら
め
進
に
速
急
が
化

、
肩
、
首
や
目
、
は
業
作
Ｔ
Ｄ
Ｖ
。
す
ま
い
て

年
四
十
成
平
。
す
ま
け
か
を
担
負
に
ど
な
腰
、
腕

お
に
業
作
Ｔ
Ｄ
Ｖ
「
ら
か
省
働
労
生
厚
、
に
月
四

」
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
の
め
た
の
理
管
生
衛
働
労
る
け

。
す
ま
い
て
れ
ら
え
整
が
策
対
、
れ
さ
出
が

　

無
が
者
業
作
「
、
に
中
の
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
の
そ

う
い
と
」
勢
姿
Ｔ
Ｄ
Ｖ
る
え
行
で
勢
姿
い
な
の
理

。
す
ま
し
介
紹
を
部
一
で
の
す
ま
り
あ
が
の
も① 

あ
を
背
に
れ
た
も
背
、
け
掛
腰
く
深
に
子
椅

り
座
う
よ
く
つ
に
床
が
体
全
裏
足
の
物
履
、
て

。
す
ま

② ③ 

は
先
ら
か
肘
、
し
に
直
垂
は
腕
上
て
し
対
に
床

。
す
ま
し
に
度
十
九
て
し
に
平
水

　

し
正
を
勢
姿

で
う
ど
て
み
て

？
か
た
し

　

勢
姿
い
し
正

仕
、
け
が
心
を

み
組
り
取
に
事

て
い
つ
に
勢
姿
の
時
業
作
Ｔ
Ｄ
Ｖ
①

　

患
疹
風
に
心
中
を
方
地
東
関
、
年
十
三
成
平

ち
直
は
疹
風
。
た
し
ま
れ
さ
告
報
が
加
増
の
者

抗
、
の
の
も
い
な
は
で
気
病
す
か
脅
を
命
生
に

る
す
染
感
が
婦
妊
の
期
初
娠
妊
い
な
た
持
を
体

や
聴
難
（
群
候
症
疹
風
性
天
先
が
児
生
出
、
と

を
）
害
障
の
ど
な
障
内
緑
や
障
内
白
、
患
疾
心

な
れ
し
も
か
る
す
右
左
を
生
人
の
族
家
の
そ
と

。
す
で
気
病
い
怖
に
常
非
は
で
面
う
い
と
い

　

す
種
接
に
方
の
中
娠
妊
、
は
ン
チ
ク
ワ
疹
風

価
体
抗
、
め
た
の
そ
。
ん
せ
ま
き
で
が
と
こ
る

ク
ワ
疹
風
、
は
方
る
い
に
り
周
の
婦
妊
い
低
の

め
努
に
防
予
染
感
、
け
受
を
種
接
防
予
の
ン
チ

防
で
種
接
防
予
は
疹
風
。
す
で
要
必
が
と
こ
る

防
予
が
人
の
て
全
、
し
か
し
。
す
で
気
病
る
げ

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け
わ
る
い
て
け
受
を
種
接

　

は
人
た
れ
ま
生
に
降
以
日
二
月
四
年
二
成
平

あ
が
会
機
る
け
受
を
ン
チ
ク
ワ
で
費
公
、
回
二

元
成
平
ら
か
度
年
七
十
三
和
昭
、
が
た
し
ま
り

度
年
四
十
五
和
昭
び
及
性
女
た
れ
ま
生
に
度
年

て
け
受
は
性
男
た
れ
ま
生
に
度
年
元
成
平
ら
か

年
四
十
五
和
昭
、
て
し
そ
。
す
で
回
一
も
て
い

機
の
種
接
は
性
男
た
れ
ま
生
に
前
以
日
一
月
四

。
た
し
で
ん
せ
ま
り
あ
が
会

　

体
抗
で
と
こ
る
す
認
確
を
数
回
種
接
の
身
自

ワ
や
性
要
必
の
査
検
体
抗
、
し
測
推
を
無
有
の

。
い
さ
だ
く
て
し

。
す
で
切
大
は
種
接
防
予
の
疹
風
②

  　

式
園
卒
の
）
土
（
日
一
十
二
月
三
年
二
和
令

保
ら
か
月
一
、
は
組
な
は
の
長
年
、
て
け
向
に

習
練
の
ど
な
歌
、
方
き
歩
や
方
い
貰
の
書
証
育

コ
型
新
、
に
ぐ
す
後
の
そ
。
た
し
ま
め
始
を

き
い
て
し
大
拡
に
国
全
本
日
に
ち
う
る
み
る
み

る
え
行
に
全
安
を
式
園
卒
、
は
で
園
。
た
し
ま

、
し
限
制
を
数
人
加
参
は
日
当
、
い
合
し
話
う
よ

認
確
を
無
有
の
状
症
邪
風
と
温
検
員
全
者
加
参

気
換
、
毒
消
指
手
と
用
着
の
ク
ス
マ
、
上
た
し

終
を
式
、
事
無
。
た
し
ま
い
行
て
し
を
底
徹
の

ど
子
の
名
二
十
三
組
な
は
、
き
で
が
と
こ
る
え

護
保
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
送
見
を
ち
た
も

。
た
し
ま
り
あ
が
声
い
し
嬉

　

、
は
式
園
入
の
）
木
（
日
二
月
四
、
て
し
そ

し
ま
い
行
て
し
を
策
防
予
染
感
の
様
同
式
園
卒

い
い
わ
か
の
名
一
十
二
、
中
の
桜
の
開
満
。
た

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
え
迎
を
ち
た
も
ど
子

　

に
止
中
、
で
響
影
の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

い
な
得
を
る
ざ
せ

と
い
な
れ
し
も
か

、
が
た
し
で
安
不

式
園
入
・
式
園
卒

で
が
と
こ
う
行
を

ど
子
。
た
し
ま
き

者
護
保
、
ち
た
も

を
顔
笑
の
様
皆
の

、
き
で
が
と
こ
る
見

で
ち
持
気
い
し
嬉

式
園
入
・
式
園
卒

）
園
育
保
木
宝
（入園式の様子
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コ
型
新
、
て
い
つ
に
号
六
十
九
い
ら
た
か

通
、
か
な
の
策
対
止
防
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ

す
行
刊
で
力
協
ご
の
々
方
の
者
筆
執
や
員
信

と
が
り
あ
に
当
本
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う

　

る
戻
に
常
日
の
て
つ
か
、
く
早
も
で
日
一

に
止
防
染
感
も
在
現
、
に
も
と
と
う
願
う
よ

に
様
皆
の
員
職
の
設
施
各
る
い
て
れ
さ
力
尽

せ
さ
と
記
後
集
編
、
げ
上
し
申
謝
感
て
め
改

。
す
ま
き
だ
た
い
て

　

、
し
定
決
が
者
業
の
目
区
工
二
に
末
年
昨

始
開
が
事
工
に
的
格
本
ら
か
月
一
年
二
和
令

な
け
受
を
言
助
の
関
機
門
専
。
た
し
ま
れ
さ

合
打
の
れ
ぞ
れ
そ
分
区
事
工
の
つ
二
、
ら
が

及
者
業
理
監
事
工
、
を
せ
合
打
の
体
全
や
せ

、
い
行
に
う
よ
の
日
毎
ぼ
ほ
と
者
業
事
工
び

。
す
ま
い
て
め
進
を
事
工

　

住
居
各
る
す
活
生
が
者
用
利
、
は
設
施
新

を
ら
れ
そ
と
棟
の
つ
六
の
ど
な
棟
理
管
や
棟

の
れ
ぞ
れ
そ
、
は
ら
か
て
し
工
着
、
り
お
て

地
、
し
削
掘
を
面
地
せ
わ
合
に
さ
き
大
の
棟

。
た
し
ま
き
続
が
程
工
く
い
て
し
成
構
を
分

な
え
見
は
に
目
は
後
成
完
は
分
部
礎
基
の
こ

物
建
の
等
震
耐
、
が
す
ま
り
あ
は
で
分
部
い

。
す
で
程
工
な
事
大
る
わ
関
に
度
強
の

　

、
は
在
現

事
工
礎
基

り
よ
棟
た

体
躯
次
順

上
ち
建
が

、
り
お
て

建
に
々
徐

メ
イ
の
物

う
よ
る
き

。
た
し
ま
き

伴
に
れ
そ

壁
外
、
い

内
や
色
の

に
係
関
装

、
は
て
し
関

工
や
設
施

業
理
監
事

工
び
及
者

と
者
業
事

を
せ
合
打

が
な
ね
重

決
次
順
ら

、
き
い
て
め

予
の
初
当

る
い
て
し
指
目
を
成
完
の
月
二
十
る
あ
で
定

。
す
で
ろ
こ
と

　

さ
念
懸
も
響
影
の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新

管
調
体
、
等
温
検
の
で
場
現
、
が
た
し
ま
れ

、
ど
な
気
換
の
内
所
務
事
場
現
や
底
徹
の
理

て
め
努
に
止
防
染
感
は
に
々
方
の
者
業
事
工

止
防
染
感
、
も
後
今
。
す
ま
い
て
い
だ
た
い

て
め
進
を
事
工
ら
が
な
い
行
に
分
十
を
策
対

両
車
事
工
、
た
ま
。
す
ま
り
な
と
と
こ
く
い

経
く
な
も
故
事
、
か
な
る
な
く
多
も
来
往
の

れ
さ
務
勤
で
地
現
も
れ
こ
。
す
ま
い
て
し
過

々
方
の
者
業
事
工
、
や
々
方
の
員
職
る
い
て

借
お
を
場
の
こ
。
す
で
げ
か
お
の
力
協
ご
の

。
す
ま
げ
上
し
申
謝
感
、
て
し
り

　

や
せ
合
打
の
と
者
業
に
的
期
定
、
も
後
今

く
多
が
と
こ
く
向
出
へ
場
現
で
等
会
立
査
検

い
て
い
づ
近
に
成
完
々
日
、
で
の
す
ま
り
な

載
掲
の
回
次
、
ら
が
な
じ
感
で
肌
を
子
様
く

も
ん
さ
皆
。
す
ま
き
い
て
し
備
準
て
け
向
に

。
い
さ
だ
く
て
し
に
み
し
楽
ひ
ぜ
を
成
完

　
　

酎
焼
芋
格
本

　

り
お
か
の
郷

　

利
で
郷
の
い
あ
れ
ふ
桜
、
は
」
り
お
か
の
郷
「

ん
さ
造
酒
相
白
る
あ
に
町
川
珂
那
に
料
原
を
）
ま　

ボ
ラ
コ
と
等
品
産
特
元
地
、
他
の
酒
古
や
酒
原

。
す
ま
り
お
て
い
だ
た
い
を
評
好
変

　

お
か
の
郷
「
は
宵
今

や
ろ
ま
る
で
奏
の
」
り

い
酔
に
味
い
し
優
で
か

が
か
い
は
て
み
て
れ
し

　
　

【

せ
わ
合
い
問
・
望
希
入
購

】

　
　
　
　

課
援
支
労
就
郷
の
い
あ
れ
ふ
桜

　
　
　
　

）
通
直
（
五
四
九
九
）
二
八
六
（
八
二
〇

　
　
　
　

。
ん
せ
ま
し
致
は
売
販
の
へ
方
の
年
成
未

　
　
　
　

備
整
替
建
郷
の
い
あ
れ
ふ
桜

告
報
況
状
捗
進

　

課
務
総

理事長への意見・提案
　

と
た
し
影
撮
に
日
九
十
二
月
五
年
二
和
令

り
入
雨
梅
。
す
で
関
玄
面
正
森
の
康
健
ぎ
ち

が
葉
青
の
キ
ノ
チ
ト
。
す
で
日
の
天
晴
の
前

で
か
や
わ
さ
も
て
と
て
け
受
を
陽
の
夏
初

響
影
の
症
染
感
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
。
す

ら
知
を
止
休
用
利
部
一
の
設
施
は
に
関
玄
で

策
散
を
内
森
が
子
親
い
な
れ
ら
い
り
か
ば
に

感
ナ
ロ
コ
型
新
。
た
し
ま
れ
ら
見
も
姿
る
す

い
わ
賑
に
森
、
し
息
終
く
早
も
日
一
が
症
染

。
す
で
り
か
ば
る
祈
ら
か
心
を
と
こ
る
戻
が

葉
言
の
紙
表

地面掘削後（1工区）

地中コンクリート打設後（2工区）


